






















































































































































ように、固体物質の性質、即ち “ 物性 ” に鋭く迫る最先端研究を展開している
ということです。そのため、多くの方が “ 超硬そう ” なイメージを持つかも
しれません。このような従来の金研の姿からは想像もつかないかもしれませ
んが、今や金属そのものではなく、“ 柔らかい ” 金属含有化合物の物性研究に
も金研は門戸を広げています。私達の研究は、まさに、金属イオンが有機物










周りの配位子場、配位幾何構造で決まります。ある一軸異方性の “ 方向 ”
が明確な金属錯体をブロックのピースとして、鎖のように連結してみます。そ
れぞれの構築素子の間に磁気的な相互作用がある場合、一次元鎖のスピン
は、“ 磁気異方性 ”と“ 交換相互作用 ” に束縛されて動くようになります。即
ち、分子ブロックの2つのパラメー タを制御することによって、一本の一次元磁




置き換えると、“ 電 子ドナ ・ーアクセプター格 子（D/A–Metal-Organic 
Frameworks; D/A–MOFs）” を造ることができます。“ 金属錯体と架橋













































































































































































































































































































































































［1］聞き書きオー ラルヒストリー  堺打ち刃物を語る / 諸岡博熊 竹内利江 共
編 / 堺 HAMONO ミュー ジアム

















































今年の1月21日（月）、22日（火）の二日間にわたって本所・大講堂で平成 24 年度第 2 回の
CMRI 研究会を開催しました。約 50 名の参加のもと、今回はスパコン「京」の重点利用を目指す特別
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募作品の中から、特別賞 4 点、優秀賞 3 点、最優秀賞 1 点
が選ばれ、最優秀賞受賞作品を百周年ロゴマークとして制
















事 務 局 便 り
百 周 年
百周年ロゴが決まりました
